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Ⅳ 産業振興による地域経済の活性化

科学技術振興基盤の整備・充実�
　�

新たな研究の推進と成果の展開�
　�

新産業創出の環境整備�
　�

企業誘致の促進と県内企業の国際化支援�
�
　�

技術の高度化と競争力の強化�
　�
　�

経営安定と経営革新への支援�
　�

地域の特色を生かした産業の集積と振興�
　�
　�
　�
　�

働く場の確保と勤労者生活への支援�
 �

産業社会の変化に対応した人材育成�
　�
　�

地域に根ざした農林水産業の振興�
�

多彩な生産を実現する�
農林水産基盤の確保と整備�

�
�
�
�

農林水産技術の開発と普及�
�

環境に調和する農林水産業の振興�
�
�

地域の農林水産業を生かした都市との交流�
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科学技術の基盤強化・ネットワークの形成�
科学技術系人材の育成�

新分野の研究の推進�
共同研究の推進と研究成果の地域展開�

ベンチャー企業の創出・育成�
新規成長分野の産業振興�

企業誘致の促進�
企業の国際化支援�
先端産業交流の推進�

産学公連携による事業化・商品化への支援�
ものづくり高度化への支援�
流通・サービス業の高度化支援　　�

経営の安定化に向けた金融支援など�
経営革新への支援�

まちのにぎわいを創出する産業の振興�
地域の特性を生かした産業の振興�
コミュニティビジネスの創出促進�
かながわツーリズムの推進�
京浜臨海部における産業の活性化と雇用の創出�

生き生きと働く場の確保�
安心して働ける労働環境の整備�

産業を支える人材の育成�
民間との連携による人材育成支援体制の整備�
技能文化社会づくりの推進�

地産地消による農林水産業の振興�
資源の有効活用による農林水産業の振興�

地域における農政の総合推進�
環境に配慮した農業生産基盤の確保と整備�
森林づくりを支える基盤の整備と森林の保全�
水産基盤の整備�
農林水産業の経営基盤の強化�
地域に即した生産の振興�

研究機能の強化と技術開発の推進�
農林水産情報システムの整備と活用促進�

農地の持つ多面的機能の発揮�
多様な生物が生息する水辺環境の保全と創造�
環境にやさしい農業の推進�

花とみどりのあるくらしづくり�
都市住民も参加した海業の推進�
都市と交流するふれあい農林業の展開�
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実施計画

※（PJ○○）は、当該戦略プロジェクトを構成する施策・事業であることを示します。

【科学技術振興基盤の整備・充実】

１１６ 科学技術の基盤強化・ネットワークの形成
県試験研究機関が、県民ニーズに対応する開かれた機関として運営していくための環境整備を進

めるとともに、科学技術の基盤強化のための研究助成、ネットワーク形成を進め、科学技術情報発

信機能の充実及び社会と科学のコミュニケーションの促進に努めます。

１１７ 科学技術系人材の育成
科学技術への理解を増進するため、県内の研究者や技術者及びNPOなどの協力を得て、学校や

地域における科学技術普及活動を促進するとともに、研究開発の高度化、多角化や技術融合の進展

に対応し、科学技術振興ひいては産業活性化や県民生活の質の向上につながる科学技術人材の育成

を図ります。

【新たな研究の推進と成果の展開】

１１８ 新分野の研究の推進
県民や社会の新たな要請に対応するため、先導的・高度な研究開発、将来的な課題を発見・解決

しようとする研究（PJ２２）を進めます。

１１９ 共同研究の推進と研究成果の地域展開
優れた研究成果の地域社会への幅広い還元を図るため、また、県民生活や地域における様々な課

題について、科学的・技術的側面からその解決に貢献していくため、産学公の共同研究の推進やコ

ーディネート活動（PJ４１）を行います。

【新産業創出の環境整備】

１２０ ベンチャー企業の創出・育成（PJ２２）
県内に集積した研究開発機能の活用や産学連携により、神奈川の産業を牽引するベンチャー企業

が生まれ、育ち、集う環境を整備し、ベンチャー企業の育成や高付加価値型産業を中心とした新産

業の創出を支援します。

１２１ 新規成長分野の産業振興（PJ２２）
バイオテクノロジー、環境、情報通信などの産業分野における新規創業や既存企業の新事業展開

を支援することにより、２１世紀の神奈川を担う新規成長分野の産業の育成と集積を促進します。

【企業誘致の促進と県内企業の国際化支援】

１２２ 企業誘致の促進
産業立地促進融資や同利子補給、税制などの優遇制度の活用を促進（PJ２２）するとともに、外

国企業の進出拠点の整備（PJ２４）などを通じて、外資系企業も含む企業誘致を促進します。

１２３ 企業の国際化支援（PJ２４）
海外ビジネス情報の収集・提供や海外からの経済交流使節団の受入れを行うとともに、県内企業

活動の国際化のためのアドバイスや海外見本市出展への支援などを行います。

１２４ 先端産業交流の推進（PJ２４）
海外の友好提携地域などとの間で、バイオテクノロジーやエレクトロニクスなどの先端産業分野

での交流を進め、県内企業と外国企業との間の技術提携や投資・取引の拡大を促進します。
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【技術の高度化と競争力の強化】

１２５ 産学公連携による事業化・商品化への支援（PJ２３）
新技術・新製品の開発のため、県内企業、大学と産業技術総合研究所との連携による研究開発を

進め、中小企業の技術支援を行います。また、神奈川の中小企業の技術革新を一層促進するため、

研究者・技術者の交流の場づくりに向けた新たなシステムを協議し、産学公の連携を強化します。

１２６ ものづくり高度化への支援
世界的規模でものづくりの競争が進む中、県内の製造業がさらに発展し、付加価値の高いものづ

くりができるよう、中小製造業の技術力強化に向けた支援（PJ２３）を行います。

１２７ 流通・サービス業の高度化支援
社会経済環境の変化に対応できるよう、流通の効率化の促進、サービス業の新たな市場開拓への

支援などを進めることにより、流通・サービス機能の高度化を支援します。

【経営安定と経営革新への支援】

１２８ 経営の安定化に向けた金融支援など
厳しい経営環境の中で、中小企業の経営基盤の強化と安定化を図るため、資金面での支援ととも

に下請企業の受注機会拡大への支援を行います。

１２９ 経営革新への支援（PJ２３）
中小企業の競争力強化を図るため、新商品の開発や新事業分野への進出など、経営革新を行う意

欲を持つ中小企業に対し、（財）神奈川中小企業センターを中心とする中小企業支援機関がワンスト

ップサービスによる総合的な支援を行います。

【地域の特色を生かした産業の集積と振興】

１３０ まちのにぎわいを創出する産業の振興（PJ２６）
地域コミュニティとして重要な機能を持つ商店街の活気とにぎわいづくりに向けて、地域の特性

を生かした総合的、計画的な商業地の整備を市町村と連携して進めるとともに、意欲のある商業者

や生活に密着した商店街活動への支援を行います。

１３１ 地域の特性を生かした産業の振興
地域の特性を生かした創業や地域産業の振興を図るため、県内各地域で県、市町村、商工関係団

体などが連帯した推進体制の下、創業者の発掘・育成（PJ２２）、産学連携による技術開発の促進

（PJ２３）、新産業集積の促進（PJ２２）などの広域的な取組みを進めます。また、伝統的工芸品など

の地場産業に対する支援を行います。

１３２ コミュニティビジネスの創出促進（PJ２６）
地域の資源を活用しながら、地域住民が主体となって介護、子育て、教育などの地域の課題解決

やニーズ充足を図る、コミュニティビジネスの創業を支援するため、市町村などと協力して創業者

の育成などを行います。

１３３ かながわツーリズムの推進
人々にゆとりと豊かさを与える観光交流と地域の活性化と一体になった産業づくりを進めるため、

市町村、民間と連携して、神奈川の特色を生かした観光の魅力づくり（PJ２７）や効果的な観光ＰＲ、

情報提供（PJ２７）を行うとともに、観光客を温かく迎える仕組みづくりを進め、国内、国外からの

観光客の誘致を促進（PJ２７）して、かながわ産品の販路拡大（PJ２７）を図ります。
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１３４ 京浜臨海部における産業の活性化と雇用の創出
産業活力の向上と雇用の創出のため、羽田空港の再拡張・国際化に対応した国際臨空産業、ロボ

ット関連産業、新エネルギー関連産業、先導的エコ産業、ゲノム・バイオ関連企業、映像産業など

の新たな産業の創出や集積（PJ４１）を進めます。また、規制緩和の要望や企業への支援などによ

り、企業活動の活性化（PJ４１）を進めます。

【働く場の確保と勤労者生活への支援】

１３５ 生き生きと働く場の確保
厳しい雇用情勢に対応するため、臨時・応急的な雇用・就業機会の創出やきめ細かな求人開拓を

行うとともに、若年者や中高年齢者の就職支援（PJ２５）、障害者の雇用の確保（PJ２５）、男女が共

に働きやすい環境整備などにより、働く意欲のある人が生き生きと働く場を確保します。

１３６ 安心して働ける労働環境の整備
厳しい雇用状況の中、安心して働ける労働環境を整備するため、労使間に発生する複雑多岐にわ

たるトラブルに対応できるよう、労働相談体制を充実するとともに、ゆとりある勤労者生活の実現

に向けて、年間総実労働時間１，８００時間（政府目標）の達成と賃金不払残業（サービス残業）の解

消に取り組みます。また、仕事と家庭の両立に向けた啓発や、次世代育成支援対策推進法施行に伴

う国などと協調した取組みを進めるほか、労働福祉への支援や労働者の心の健康の保持増進を図る

ための普及・啓発を行います。

【産業社会の変化に対応した人材育成】

１３７ 産業を支える人材の育成
多様なニーズに対応した人材育成を進めるため、高等職業技術校では訓練コースの見直しや相談、

職業訓練、就職支援をワンストップで提供するなどの機能強化（PJ２５）を図るとともに、産業技

術短期大学校では幅広い知識とものづくりの実践力を有する技術者を養成します。また、中小企業

などにおける在職者の能力開発を支援します。

１３８ 民間との連携による人材育成支援体制の整備（PJ２５）
民間教育機関などとのネットワークを構築して、教育訓練のための設備、指導人材、カリキュラ

ムなどに関する情報の一元化と提供、人材ニーズを踏まえた効果的な訓練プログラムの開発などを

行うかながわ人材育成支援センター（仮称）を設置・運営し、求職者、企業在職者などの総合的な

能力開発を支援します。また、多様な人材ニーズに対応するため、民間教育機関と連携した委託訓

練などによる機動的な能力開発を進めます。

１３９ 技能文化社会づくりの推進
技能の重要性が失われないよう、市町村との連携を図りながら、ものづくりに親しむ機会や技能

者が活躍できる場づくりに努めるなど、技能の伝承、普及に取り組みます。

【地域に根ざした農林水産業の振興】

１４０ 地産地消による農林水産業の振興（PJ２８）
大型直売センターなどの整備による販路の拡大や、かながわブランドの新たな展開を図ることな

どにより地産地消を進めるとともに、中高年ホームファーマーや新規就業者など多様な担い手を育

成・確保します。また、食に関する教育の推進や県民が農林水産業を体験、学習できる拠点整備、

各種イベントの開催などにより、農林水産業の理解促進と消費拡大を図ります。

実施計画

※（PJ○○）は、当該戦略プロジェクトを構成する施策・事業であることを示します。
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＜地産地消＞
神奈川県では、地元で採れた農産物や水産物の直売や、学校給食に地元産を進んで使用することが行

われています。また、地場産コーナーを設けているスーパーもあります。「地産地消」とは、このように、
地元で採れた新鮮で安全な農水産物を地元で消費することをいい、「食の安全・安心」志向の高まりを背
景に、消費者と生産者の相互理解を深める取組みとして期待されています。

１４１ 資源の有効活用による農林水産業の振興（PJ２９）
森林資源や未利用資源の活用促進により、農林水産業の振興を図り、県土の保全や自然循環機能

などの多面的機能の発揮を増進します。

＜森林資源の有効活用＞
森林は、石油や鉄などの限りある資源と違い、再生産可能な資源です。間伐などにより森林から生産

される木材を持続的に活用することで、森林の適正な管理が進み、水源かん養、県土保全、地球温暖化
防止などの森林の持つ様々な働きを維持していくことができます。

【多彩な生産を実現する農林水産基盤の確保と整備】

１４２ 地域における農政の総合推進
生産者や市町村の参加のもとに、地域特性に即した農政の総合的推進を図るとともに、農地の適

正な管理と優良農地の確保を図ります。また、鳥獣による農作物の被害防止対策を進めます。さら

に、情報発信の強化により、農林水産業に対する県民の理解を高めます。

１４３ 環境に配慮した農業生産基盤の確保と整備
環境に配慮しながら、まとまりのある農地の計画的な保全と整備を進め、農業生産力の確保と生

産性の向上を図ります。また、県農業公社のもつ農地の保有機能などを活用して認定農業者などへ

の利用集積を図り、農地の有効利用を促進します。

１４４ 森林づくりを支える基盤の整備と森林の保全
環境に配慮した林道の計画的な整備とその適正利用の推進及び森林施業の機械化を図ります。ま

た、森林資源を有効活用するための適正な森林整備や施設の整備を進めることにより、森林の持つ

多面的な機能の発揮を促します。

＜森林の持つ多面的機能＞
森林は、木材の生産はもちろん、水源のかん養、洪水や土砂崩れなどの災害防止、生活環境の保全、

保健休養の場の提供など、わたしたちの生活にとって大変重要な役割を果たしています。
また、地球温暖化に対処するため、二酸化炭素を吸収する森林の働きがあらためて注目されています。

１４５ 水産基盤の整備
沿岸漁業の安定生産のため、魚礁などを設置して漁場造成を図るとともに、漁獲から水揚・販売

（流通）まで、鮮度を重視した効率的な安定供給体制の整備を進め、県民に新鮮で美味しい魚介類

を届けるように取り組みます。

１４６ 農林水産業の経営基盤の強化
就農形態が一層多様化していることから、学卒就農者に対する技術教育と並んで、Ｕターンや中

高年の新規就農者に対する支援を行うことにより、農業の多様な担い手の確保に努めます。また、

経営改善指導などを行うことにより、農業経営の安定化を図るとともに、経営の多様化、高度化に

対応できる農家を育成します。さらに、漁協などの経営基盤の強化や経営安定のため、指導と体制

整備を進めます。
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１４７ 地域に即した生産の振興
地域における総合的な樹園地の整備計画づくり、茶などの広域的な加工体制の整備、また、園内作

業道整備、改植などの小規模な土地基盤整備や集出荷貯蔵施設などの整備を支援します。また、沿

岸・沖合域における水産資源の調査研究の充実、漁業者の主体的な資源管理の取組みの推進と栽培漁

業の推進、漁海況情報システムの整備、漁業調査船の建造などにより、沿岸漁業の活性化を図ります。

【農林水産技術の開発と普及】

１４８ 研究機能の強化と技術開発の推進
農林水産業の活性化や公益的機能の強化などの重要課題を解決するため、研究推進体制の強化、

研究人材の活性化、技術の開発普及を進めるとともに、施設・設備の整備を行います。

１４９ 農林水産情報システムの整備と活用促進
ＩＴ（情報技術）の利用により、研究成果や漁海況情報などの諸情報の県民との共有化を進めます。

【環境に調和する農林水産業の振興】

１５０ 農地の持つ多面的機能の発揮
農業生産基盤の整備により、生産活動を通じた農地の適正な管理を促進し、自然とのふれあい、

景観形成など農地の持つ多面的機能の発揮を促進します。

＜農地の持つ多面的機能＞
水田や畑は、農作物の生産のみならず、ダムに匹敵する洪水防止機能や水源かん養機能を持っていま

す。また、貴重なオープンスペースであり、災害時には避難地になるなど、防災の役割も果たしていま
す。さらに、農村や農地の適切な管理により、良好な景観の形成や保健休養の場の提供など人々にゆと
りややすらぎを与える役割もあります。

１５１ 多様な生物が生息する水辺環境の保全と創造
ＮＰＯなどとの協働・連携により豊かな水辺環境を保全・創造し、県民の生活にうるおいを提供

するよう取り組みます。豊かな海づくり大会の開催を核に県民と共に海・川・湖の水辺環境を守り、

創造することに取り組みます。

１５２ 環境にやさしい農業の推進
耐病性品種の導入や、天敵による害虫防除、合理的な施肥など、環境との調和に配慮した技術の

開発と体系化を進めるとともに、その普及を図り、生産水準を保ちながら環境に与える負荷が小さ

く、持続的な生産が可能な農業を進めます。また、食品残さ、家畜排せつ物などの有機性資源（Ｐ

Ｊ２９）の農業利用を進めます。

【地域の農林水産業を生かした都市との交流】

１５３ 花とみどりのあるくらしづくり
県民へ花や緑に親しむ場を提供したり、植木や花の供給体制を整備することなどにより、花とみ

どり豊かな生活環境づくりを進めます。

１５４ 都市住民も参加した海業の推進
都市住民との交流拠点として、漁港区域において体験漁業の導入や産直施設の整備を進めるとと

もに、漁業経営の多角化を図るため、遊漁の振興を進めます。

１５５ 都市と交流するふれあい農林業の展開
県民が農林業との多様なふれあいを楽しむことのできる魅力的なみどりのふるさとづくりを進め

ます。

実施計画

※（PJ○○）は、当該戦略プロジェクトを構成する施策・事業であることを示します。


